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毎月14日は
とよひらの日

豊平区ホームページ「夢ひらく花ひらくとよひらく」

豊平区広報番組「豊平インフォメーション」
http://www.city.sapporo.jp/toyohira/

FMアップル76.5MHz　 毎週木曜午前9時30分～

大正 9年生まれの澤田さんは、生まれも育ちも平岸と
いう根っからの「平岸っ子」です。
生家は、当時、海外にも輸出されていた「平岸リンゴ」

を作る農園を営んでいました。

「小さいころから本が大好きで、今では自宅の蔵書は 1
万冊を超えそう」と笑う澤田さん。そんな読書好きが高じ
て、家業の傍ら作家を目指し、昭和26年、文壇に登場し
ます。その後、郷土にこだわりを持つ作家として活躍し
ながら、文芸誌の創刊、文学賞の創設などにかかわり、
現在では北海道文学館名誉理事長も務めています。
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　昨年10月に出版された最新作『平岸村』は、自伝的要素の強い作品ですが、
リンゴの栽培が盛んだったころの平岸地区の様子や人々の生活が描かれて
おり、当時を知る上でも大変興味深い一冊となっています。
　今年86歳を迎える澤田さんの、その元気な話しぶりは年齢を感じさせま
せん。健康の秘訣を聞くと、「好きな本を書いて、自然の中で木々に囲まれ
ていること」ときっぱり。自宅から程近く、いまだ豊かな自然が残る一番の
お気に入りの場所、天神山緑地を毎日散歩することが元気の源となってい
るそうです。
　次回作は『平岸村』の続編を構想中とのこと。澤田さんの平岸に対する愛
着の深さを感じさせる作品になりそうです。


